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特別講義（オープンレクチャー）
「宴の時代、雅宴画と遊楽図
　―１７～１８世紀のパリと江戸」
７月７日（土）１３時２０分～１４時５０分
共立女子大学  本館１０８Ａ教室
【講師】
エリカ・ペシャール=エルリー（国際学部 教授）
山本聡美（文芸学部 准教授）

ギャラリー・トーク
７月３日（火）１２：３０～１３：００
共立女子大学  本館 1階ロビー
【解説】
山本聡美（文芸学部 准教授）

事前予約不要
学外の方もご自由にご来聴ください（ ）
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１８世紀、ロココの文化が花開くフランスで流行した

「雅宴画（fête galante フェート・ギャラント）」という画題が

あります。絶対王政下の貴族たちが好んだ、田園風景の広

がる屋外での饗宴を描いたものです。時を同じくして、江

戸時代の日本でも良く似た画題が流行しました。１７世紀

から１８世紀にかけて多数の作例が残る「遊楽図」です。

共立女子学園所蔵「花下遊楽図屏風」（１８世紀）には、

満開の桜の下での宴が大きく描かれています。フランスの

「雅宴画」と日本の「遊楽図」。都市に生きる人々が自然の

中で束の間の宴に興じる姿を描く両者には、享楽と退廃が

ないまぜとなった時代精神が写し出されています。本展で

は、同屏風を中心に酒器や野点用の煎茶道具などを展示して、江戸時代の雅なる宴を再現します。また、

写真パネルを用いて１８世紀フランスとの比較という視点から「遊楽図」を捉え直してみたいと思い

ます。
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「花下遊楽図屏風」　

Design: 内藤悠平

「葫蘆提籃」


